
 

 

 

 

 

ＶＵＣＡの時代に求められる力 

  １月１日、誰も予想しなかった大地震と大津波が能登半島を襲いました。翌２日、起こるはずのな

い大事故が羽田空港C滑走路で発生しました。２０２４年の衝撃的な幕開けに、この国の行く末を

案じられた方も多かったではないでしょうか。亡くなられた皆様のご冥福と、被災地の一日も早い復

旧、復興を祈るばかりです。 

 お正月の大きな出来事は、何が起きても不思議でない「VUCA

ブーカの時代」に突入したことを想起させるようにも思います。 

 では、こうした時代を生き抜くためにどんな「力」が求められるの

でしょうか。その代表的な「力」を６つ挙げるならば、 

・環境の変化に対応する柔軟性や適応力 

・既存のやり方にとらわれずに、新たなアイデアを生み出す企画力や問題解決力 

・多様な文化、社会的背景を持つ人々と協力するコミュニケーション力や 

デジタルツールを使いこなすスキル 

だと言われています。 

そこで、今福小学校では、自分で「考える」「調べる」「話し合う」「伝える」「（ICT を）使う」ことを大

切にした教育活動を行っています。3学期は「もっと、もっと」を合言葉に、ＶＵＣＡの時代を力強く

生き抜く力を育み、伸ばしていけるよう取り組んでいます。 

1 月１２日の 1年生の学級だより「きらきら☆ぐんぐん」に、「6 つの力」につながることが取り上げ

られていました。 

 ～前略～ 3 学期の新しい当番を、2学期の当番の仕事内容を振り返り、新しく当番として加える

と良い仕事について、みんなで時間をかけて話し合いました。出てきた意見は、「戸を閉める当番」

「日めくりのカレンダーを変える当番」「タイマーの当番」です。 

  「戸を閉める当番」→教室の戸を開けたままにする人が多いので、閉める担当の人がいると良い

と思ったから。 

  ⇒実際には通りませんでしたが、学級での困りごとや課題をきちんと覚えていて、改善したい！

という思いがあっての提案でした。その気持ちは、しっかりみんなに伝わりました。「みんなのた

めの提案」を、一生懸命話してくれて、本当に嬉しかったです。 

～中略～ 根拠のある理由に、感心しました。ここまで意見が言えるというのは、一人一人が学級で

のみんなの様子をよく見て、その都度いろいろな考えをもっているからだと思います。とても嬉しか

ったです。「〇〇さんはこう言っていますが、みなさんどうですか。」の司会の投げかけにも、しっかり

反応ができました。大きな成長を感じた学級活動の時間でした。 ～後略～ 

 子どもたちが発した意見や感想には、根拠や理由があるはずです。たとえ事実と違っていても、ま

ずは表現したことを尊重したいと思います。「それは違うよ。〇〇だよ。」と言われた子どもは、自分

の考えや感性に自信がもてなくなってしまい、自由に感じる心や創造性の芽を摘んでしまう可能性

があるのではないでしょうか。 

 ＶＵＣＡの時代を生き抜くために、子どもたちに 6つの力を育むことに力を入れたいと思います。 

 

 

                     

学校教育目標 「心豊かで、主体的に取り組む児童の育成」 

学校だより   

桜 の 丘 
浜田市立今福小学校 

２０２４年 1 月２３日（火） 

令和 5 年度 №.９ 

 2024.１.９ 撮影 

.５ 撮影 

V＝Volatility：不安定 

U＝Uncertainty：不確実 

C＝Complexity:複雑 

A＝Ambiguity：曖昧  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

博士ちゃん現る 
冬休みに不思 

議に思ったこ 

とを調べて、 

ノートにまとめ 

てきた人が 

たくさんいま 

した。 
 

 

 

弱った胃腸に    １月９日（火） 

 始業式の後、毎年恒例の「七草がゆをいただく会」を開きました。今福小

学校の子どもたちに、昔から伝わるお正月の行事を味わわせたいと 10

年ほど前に始まりました。食生活改善推進員の皆様が心を込めて作られ

た「七草がゆ」。優しい味に込められた意味も教わり、いただきました。 

 そ の お

いしさに、

箸が止ま

らなくなっ

た人もた

く さ ん い

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

高く、高く  1 月 12 日（金） 

１年生が校庭で凧揚げを楽しみ

ました。初めは苦戦していました

が、コツをつかんだのか、北風を

受け空高く舞い揚がりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

凛とした空気の中で 一心不乱に  1 月１１日（木） 
 宮本幸子先生をお招きし、校内書初め会を行いました。1、2年生は教室でフェルトペンを使って、3

年生以上は体育館で大筆を使って、お手本を見ながら、一文字一文字心を込めて丁寧に書き上げま

した。宮本先生は、作品の出来栄えはもちろん、子どもたちの書初めに向かう姿勢に大変感心され、

大いに褒めてくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

学校保健委員会 １月１８日（水） 
 3，4 年生が竹田歯科医院の竹田

岳史先生の「めざせ 歯みがき名

人！」の授業を受けました。虫歯にな

る仕組みと虫歯菌の正体、正しい歯

のみが 

き方、 

歯の大 

切さを 

しっか 

り学び 

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

3 学期が始まりました。 
3 学期の授業日は、6年生は 47日、1～5年生は51 日

と短いですが、学ぶことはたくさんあります。これまで同

様、ご支援、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

 
気を付けよう  1 月 1０日（水） 

校外班ごとに集まり、冬休みの

生活を振り返るとともに、安全に

登下校するためのめあてや注意

することなどを話し合いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くらしを守る  1 月 1５日（月） 

3，4 年生が浜田警察署に行き

ました。パトカーなどの警察車両や

施設設備などを見学したり、説明

を聞いたりして学びました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卒業に向けて 
５、6 年の「卒業プロジェクト」が始まりました。 

6年生は 3月 15日の卒業証書授与式に向け 

て、5年生は 3月６日の 6年生を送る会に向 

けて、ゴールを定め、何をどう進めていくかをカ 

レンダーに書き込みながら、残された日々を過 

ごしていきます。こうして今福小学校の伝統の 

バトンは引き継がれていきます。 

 


